
CineFormから、AVCHDコーデックや EOS

5D MarkⅡ/7DのMPEG4/H.264 AVCを快適に

編集するための中間コーデック「neoscene」が

発売になった。neosceneは同社 neoシリーズの

エントリーに位置しており、AVCHD/HDV/キヤ

ノンEOS 5D MarkⅡ、EOS7Dなど多くのH.264

およびMPEG2ベースフォーマットを快適に編

集できるようになる。

neosceneはいわゆる「中間コーデック」とし

て存在する。そのため、neosceneを使えば

AVCHDなどの映像ストリームを編集できる…

というわけではない。あくまでも、なにかの編

集アプリケーションの一部として使われること

に主眼を置いた「コーデック」の一種だ。この

種のコーデックとしては、Grass ValleyのCanopus

HQ Codecや、AppleのPro Res422などが有名だが、

それらと同じような機能をもったものと思えばいいだ

ろう。

neosceneはキャプチャー・バッチコンバートフロ

ントエンドの「CineForm HD Link」（図1）と、コーデ

ック本体である「CineForm HD」から構成される。

CineForm HD Linkはマシーン本体に接続されるキャ

プチャーディバイスからの映像を、CineForm HDコ

ーデックとして記録するためのもので、IEEE1394端

子のほか、対応可能なキャプチャーディバイスからの

映像ストリームをCineForm HDコーデックとして指

定したストレージに記録していくことが可能だ。HDV

については、ある程度のデッキコントロールも可能と

なっているため、わざわざM2TSをキャプチャーして

からCineForm HDに変換するよりも効率的な運用が

可能となっている。

また、CineForm HD Linkにはバッチコンバート機

能も搭載されている。これにより、メモリーカメラ

/HDDカメラといった、データ構造をもつ映像ストリ

ームも一気に変換できるようになっている。

ここまでであれば、フリーウェアでもなんとかなる

かな？　と思えるかもしれないが、neosceneの実力

は、CineForm HDコーデックのもつクォリティの高

い映像だ。フル HDに対応した最大解像度 1920×

1080の 60i/50iはもちろん、24p/25p/30p/60pといっ
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図1 バッチコンバーターは、ファイルを選択すればそれをCineForm HD
コーデックに変換してくれる。キャプチャー画面と共通のオプションとし
て、変換時のクォリティを指定したり、30fps→24fpsへの変換オプション
などが提供される。約5分のAVCHD素材をCineForm HDに変換するのに
必要な時間は、1分40秒程度だ（i7-860@3.1GHz動作時）

図2 Windows 7のWindows Media Playerのヘルプ画面から確認
したCineForm HDコーデック。Windows XPならコントロールパネ
ルのマルチメディアからコーデックとして確認することができる
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た全HDフレームレートに対応する。

コーデック自体は 10ビット 4： 2： 2の色差解像度

をもつAVI/MOVコーデックで、Windows/Macを問

わず活用できる。

neosceneの活用シーンはもっぱら、複数ストリー

ムの映像素材をリアルタイムに編集したい場合や、ビ

デオライブラリーとして編集データを保存したい場合

だろう。CineForm HD Codecは、ProRes 422や

Canopus HQ Codecと同等以上のクォリティをもつと

されており、テロップなどが入っていない「白完パケ」を

素材として保存しておく場合にうってつけだ。Windows

からMOV形式でも出力できるためWindows/Mac間

でのデータ受け渡しにも活用できる。特にWindows/Mac

の両方を導入しているプロダクションにとっては、便

利だ。

使い方は、至極簡単。インストールが完了すれば

AVIファイルをハンドリングするほとんどのアプリケ

ーションでCineForm HDを取り扱えるようになる。

正しくインストールされたかどうかは、Windows

Media Playerの［ヘルプ］-［バージョン情報］-［テ

クニカルサポート情報］から参照しよう（Windows 7

にインストールした場合、図2）。この状態であれば、

Premiere ProでもAfter Effectsでも利用することがで

きる（図3）。

今回、時間がなかったこともあり他の中間コーデック

との比較は行っていないが、AVCHD素材をPremiere

Proで再度H.264（17Mbps）とCineForm HD（高画質）

に変換したものを図4に掲載したので、参考にしてほ

しい。モノクロで見づらいかもしれないが、H.264で

はディテールが潰れてしまっているのに対し、

CineForm HDでは比較的良好に再現できていること

が確認できる。

圧縮にかかる時間はAVCHDより気持ち速いい程度

だが、展開に関してはかなりよい数値を期待できる。

Windows/Macのクロスプラットホームで映像制作を

行っているプロダクションなら、すぐにでも導入した

い一本だ。

価格：￥３万 1500（税込） 問い合わせ先：オービ

ット・ミューズテクス℡ 03-5459-1161 URL：http://

www.musetexsystem.com/
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図3 Premiere Proのタイムライン書き出しから見たCineForm HD
コーデック。このようにして、Premiere Proから簡単に…というよ
りも、なんの意識もせずに扱うことができる。After Effectsでも同
様に読み書きすることが可能だし、Vegas Pro 9に素材を渡す場合
にも利用できる

図4 AVCHD素材（上）をオリジナルとして、再度17Mbps
のAVCHD（H.264）に書き出したもの（中）と、CineForm HD
コーデックで書き出したもの（下）。細部を拡大した状態で
見ると、H.264は劣化が厳しく素材の再圧縮は避けたいとこ
ろだが、CineForm HDでは劣化度合いが抑えられているの
がわかる

オリジナル

H.264

CineForm HD

neosceneの活用

実際のクォリティは？

対応素材：HDV、AVCHD、EOSムービー（EOS 5D MarkⅡ

/EOS7D）

対応編集ソフト：Apple Final Cut Pro/i Movie、Adobe Premiere 

Pro CS3/CS4/Premiere Elements、Sony Creative Software 

Vegas Pro/Movie Studio

対応OS：Windows XP SP3、Vista SP1/7（すべて 32ビットと64

ビットに対応）、Mac OS X 10.5以降

Quick Time：Mac、WinともにVer.7.6.5必須

メモリー：Windows3Gバイト以上、Mac 4Gバイト以上

CPU： Intel Core 2 Duo以上（Core i7推奨）

HDD： SATA 7200回転　1ドライブ以上

表1 neosceneの主な仕様
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